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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 1,987 △2.3 106 △20.4 128 △18.7 82 △17.3

2021年3月期第3四半期 2,034 8.4 134 86.3 158 58.9 100 57.8

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　△30百万円 （―％） 2021年3月期第3四半期　　334百万円 （66.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 40.25 ―

2021年3月期第3四半期 48.65 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 4,237 3,037 69.6 1,434.62

2021年3月期 4,331 3,084 69.3 1,459.56

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 2,949百万円 2021年3月期 3,000百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― ― ― 7.50 7.50

2022年3月期 ― ― ―

2022年3月期（予想） 7.50 7.50

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,500 △1.5 80 △21.5 100 △21.7 60 △22.8 29.19

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 2,142,000 株 2021年3月期 2,142,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 86,243 株 2021年3月期 86,243 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 2,055,757 株 2021年3月期3Q 2,055,757 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる

条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料2ページ「1．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。
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品　　目
2021年3月期 第3四半期 2022年3月期 第3四半期

売上高 (百万円) 構成比 (％) 売上高 (百万円) 構成比 (％)

アンプル 251 12.4 232 11.7

管　　瓶 1,585 77.9 1,578 79.4

そ の 他 197 9.7 176 8.9

合　　計 2,034 100.0 1,987 100.0

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当社グループの2022年３月期第３四半期の売上高につきましては、主要製品である「アンプル」「管瓶」の需要

は堅調に推移し、昨年実績は下回ったものの売上高1,987百万円（前年同期比2.3％減）となりました。新型コロナ

ウイルス感染症の海外製ワクチンの充填用容器として使用される「管瓶」の供給は終了いたしましたが、国産の新

型コロナウイルス感染症ワクチンの治験用に「管瓶」の供給を行っております。

　利益面につきましては、製造歩留りの向上及び製品の安定供給に努めましたが、労務費及び設備投資に伴う減価

償却費が増加した結果、営業利益106百万円（前年同期比20.4％減）、経常利益128百万円（前年同期比18.7％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益82百万円（前年同期比17.3％減）とそれぞれ減少しました。

＜参考＞

　　品目別連結売上高

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期末における総資産は、前連結会計年度末と比較して93百万円減少し4,237百万円となりました。

主な要因は、現金及び預金が21百万円及び商品及び製品が53百万円増加した一方で、投資有価証券が168百万円

減少したことによるものであります。

　負債総額につきましては、前連結会計年度末と比較して46百万円減少し1,199百万円となりました。主な要因

は、買掛金が24百万円増加した一方で、繰延税金負債が44百万円及び賞与引当金が42百万円減少したことによる

ものであります。

　純資産総額につきましては、前連結会計年度末と比較して46百万円減少し3,037百万円となりました。主な要

因は、利益剰余金が67百万円増加した一方で、その他有価証券評価差額金が118百万円減少したことによるもの

であります。

②キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会

計年度末に比べ14百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末には683百万円となりました。

　当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、115百万円（前年同四半期は17百万円の資金増加）となりました。これは主

に棚卸資産の増加が49百万円、賞与引当金の減少が42百万円、法人税等の支払額35百万円があった一方で、税金

等調整前四半期純利益128百万円、減価償却費46百万円、仕入債務の増加が24百万円、利息及び配当金の受取額

19百万円、未払消費税等の増加8百万円、売上債権の減少が7百万円及び役員退職慰労引当金の増加が6百万円に

よるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、64百万円（前年同四半期は126百万円の資金減少）となりました。これは主

に定期預金の払戻による収入244百万円があった一方で、定期預金の預入による支出269百万円及び有形固定資産

の取得による支出38百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、36百万円（前年同四半期は44百万円の資金増加）となりました。これは主に

新規の長期借入金による収入80百万円があった一方で、長期借入金の返済による支出99百万円及び配当金の支払

による支出15百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　現時点において、2021年５月14日に公表いたしました2022年３月期通期の連結業績予想についての変更はござい

ません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 673,299 694,655

受取手形及び売掛金（純額） 527,720 519,729

有価証券 246,095 264,122

商品及び製品 349,371 402,973

仕掛品 3,502 70

原材料及び貯蔵品 45,151 44,190

未収入金 37,887 40,781

その他 1,191 9,707

流動資産合計 1,884,220 1,976,230

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 340,385 336,497

機械装置及び運搬具（純額） 107,442 100,847

土地 442,518 442,518

建設仮勘定 8,463 7,919

その他（純額） 21,976 24,005

有形固定資産合計 920,787 911,788

無形固定資産 1,850 1,605

投資その他の資産

投資有価証券 1,472,546 1,304,068

繰延税金資産 15,232 6,832

その他 43,444 43,405

貸倒引当金 △6,807 △6,307

投資その他の資産合計 1,524,415 1,347,998

固定資産合計 2,447,054 2,261,393

資産合計 4,331,274 4,237,624

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 119,568 144,158

１年内返済予定の長期借入金 113,600 105,000

未払法人税等 22,984 12,630

未払事業所税 7,368 5,586

賞与引当金 64,282 21,684

その他 132,361 174,660

流動負債合計 460,164 463,720

固定負債

長期借入金 103,200 92,400

繰延税金負債 385,937 341,649

役員退職慰労引当金 159,232 166,087

退職給付に係る負債 109,000 107,004

資産除去債務 28,847 28,859

固定負債合計 786,217 736,001

負債合計 1,246,382 1,199,721

純資産の部

株主資本

資本金 107,100 107,100

資本剰余金 582 582

利益剰余金 1,997,079 2,064,407

自己株式 △33,848 △33,848

株主資本合計 2,070,913 2,138,241

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 929,581 810,987

その他の包括利益累計額合計 929,581 810,987

非支配株主持分 84,397 88,673

純資産合計 3,084,892 3,037,902

負債純資産合計 4,331,274 4,237,624
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 2,034,623 1,987,651

売上原価 1,552,178 1,552,765

売上総利益 482,444 434,886

販売費及び一般管理費 348,258 328,090

営業利益 134,186 106,796

営業外収益

受取利息 80 56

受取配当金 18,242 19,005

受取賃貸料 6,393 4,025

その他 4,589 5,192

営業外収益合計 29,305 28,280

営業外費用

支払利息 1,253 1,058

賃貸費用 3,504 5,433

その他 503 －

営業外費用合計 5,261 6,491

経常利益 158,230 128,584

税金等調整前四半期純利益 158,230 128,584

法人税、住民税及び事業税 32,109 25,121

法人税等調整額 18,291 15,390

法人税等合計 50,401 40,511

四半期純利益 107,829 88,072

非支配株主に帰属する四半期純利益 7,820 5,326

親会社株主に帰属する四半期純利益 100,009 82,746

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 107,829 88,072

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 226,679 △118,594

その他の包括利益合計 226,679 △118,594

四半期包括利益 334,508 △30,521

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 326,688 △35,848

非支配株主に係る四半期包括利益 7,820 5,326

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 158,230 128,584

減価償却費 57,785 46,136

賞与引当金の増減額（△は減少） △40,777 △42,598

貸倒引当金の増減額（△は減少） △325 △471

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △19,208 6,855

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △6,171 △1,995

受取利息及び受取配当金 △18,322 △19,062

支払利息 1,253 1,058

売上債権の増減額（△は増加） △101,017 7,961

棚卸資産の増減額（△は増加） △8,081 △49,208

未収入金の増減額（△は増加） △3,818 △2,893

仕入債務の増減額（△は減少） 6,394 24,590

未払金の増減額（△は減少） △4,611 3,371

未払消費税等の増減額（△は減少） △8,241 8,343

その他 17,246 21,816

小計 30,335 132,490

利息及び配当金の受取額 18,332 19,051

利息の支払額 △1,269 △1,043

法人税等の支払額 △29,521 △35,475

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,876 115,023

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △248,876 △269,885

定期預金の払戻による収入 234,356 244,876

有形固定資産の取得による支出 △111,189 △38,201

投資有価証券の取得による支出 △1,379 △1,396

その他 276 39

投資活動によるキャッシュ・フロー △126,812 △64,567

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 170,000 80,000

長期借入金の返済による支出 △109,200 △99,400

配当金の支払額 △15,290 △15,632

非支配株主への配当金の支払額 △1,050 △1,050

財務活動によるキャッシュ・フロー 44,459 △36,082

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △64,475 14,373

現金及び現金同等物の期首残高 642,858 669,013

現金及び現金同等物の四半期末残高 578,382 683,387

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、有償支給取引について、従来は、有償支給した支給品について消滅を認識しておりましたが、支

給品を買い戻す義務を実質的に負っているため、支給品の消滅を認識しない会計処理に変更しております。

　海外への販売について、従来は、出荷時に収益を認識しておりましたが、主にインコタームズ等で定められた

貿易条件に基づきリスク負担が顧客に移転した時に収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。また、利益

剰余金の当期首残高への影響もありません。なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号

2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約か

ら生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自2020年４月１日　至2020年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自2021

年４月１日　至2021年12月31日）

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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